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1. はじめに

2. 落とし物管理システム「KadaMikke/カダミッケ」

3. 実証実験（学生生活支援課）

①職員がアプリに必要事項を入力し，落とし物を登録する
②学生はサイトを閲覧し，登録された落とし物の中から自分の落とし物を探す
③見つからなかった場合，学生は通知を希望するカテゴリを登録する
④落とし物の情報，通知を希望するカテゴリの情報は，すべてデータベースに格納される
⑤通知を希望するカテゴリの落とし物が届いた際に，学生にメールで通知が届く

• 必要な機能から優先的に開発する仮説検証型アジャイル開発でシステムを開発した
• 職員は他部局への落とし物を確認する業務が無くなり，学生はいつでもどこでも落とし物を探せるようになった
• 自分が探している落とし物が追加登録された可能性を通知する通知機能を追加実装した
• 落とし物に関する情報を可視化する落とし物データ可視化機能を追加実装した
• 今までデータ化されていなかった落とし物に関する情報を取得できるようになった

• 香川大学の落とし物は届けられた部局や部署でガラスショーケースに展示する形で管理されていた
• 学生からは「保管場所が分からない」，「確認のために大学に行かなくてはならない」との意見が寄せられていた
• 職員は問い合わせが多く，他部局への落とし物の確認に時間がかかっており，業務負担が問題視されていた

４. まとめ
• 学生生活支援課で実施された実証実験の結果を踏まえ，全学展開にむけたシステム改修を実施した
• 香川大学における実運用による有効性を踏まえ，他の大学でも実際に運用が開始されている
• 現在，登録された落とし物の画像から落とし物を検知する物体検知機能を開発し，試験運用をおこなっている

図 香川大学の落とし物管理

落とし物管理システム
「KadaMikke／カダミッケ」のQRコード
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図 カダミッケの落とし物登録画面

図 カダミッケの概要

図 カダミッケの落とし物閲覧画面

図 カダミッケの落とし物データ可視化画面


